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六
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西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

理
事
長 

細
沼 

順
人 

 

我
が
国
の
経
済
は
、
昨
年
度
に
打
ち
出
さ
れ
た

安
倍
内
閣
主
導
に
よ
る
経
済
政
策
（
い
わ
ゆ
る

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
）
へ
の
期
待
感
が
継
続
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
材
料
出
尽
く
し
の
感
が
あ
る

こ
と
に
加
え
て
、
国
際
収
支
面
で
は
過
去
最
大
の

経
常
赤
字
額
を
記
録
し
た
。
足
元
で
は
消
費
税
増

税
の
影
響
な
ど
の
不
安
要
素
も
あ
り
、
将
来
の
楽

観
は
禁
物
と
い
う
状
況
で
あ
る
。 

二
〇
二
〇
年
の
東
京
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
し
、
建
設

業
全
般
の
先
行
き
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き

た
こ
と
は
好
材
料
で
あ
る
。
他
方
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
事
業
も
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り

始
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
建
設
労
務
の
需
要 

が
大
き
い
地
域
が
分
散
し
た
こ
と
に
よ
る
人
手

不
足
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

建
設
業
全
般
に
お
け
る
景
況
判
断
は
、
受
注

の
増
加
傾
向
を
背
景
と
し
て
「
良
」
と
い
う
概

況
判
断
が
継
続
し
て
い
る
が
、
全
般
的
な
物
価

高
に
伴
う
燃
料
や
資
材
の
価
格
高
騰
や
前
述
の

人
手
不
足
に
伴
う
労
務
費
の
増
加
に
よ
る
収
益

減
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
資
金
繰
り
は
厳
し

い
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。 

ま
た
、
関
東
地
方
で
は
本
年
２
月
に
２
回
に

わ
た
り
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
農
作
物
な
ど
へ
の

甚
大
な
被
害
に
加
え
、
孤
立
集
落
の
発
生
や
物

流
の
停
滞
な
ど
市
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
で
は
直 

 監事就任のご挨拶 

       ㈱馬場組 専務取締役 馬場 英明 
 

この度、西多摩建設業協同組合第４８回通常総会におきまして

監事に任命されました馬場と申します。 

当組合の運営に携わる大役を仰せつかり、身の引き締まる思い

でございます。 

私は自社の業務において、ほとんど現場経験だけで過ごしてき

てますので、このような役の知見は持ち合わせておらず、まだま

だ勉強不足の私が監事として務まるかどうかは甚だ不安ではあ

ります。しかし、恐らく「こういう機会でもないとヤツは勉強し

ないだろうから」と、強制的に「こっちの勉強もしろ」というこ

とで、皆様から「暖かいご配慮」を頂いたのだと勝手に判断して

いる次第です。 

とにかく、僅かながらでもお役に立てますよう努力いたしま

す。よろしくお願いします。 

西建協の本年度の事業方針には、 昨今の建設業界における景

況判断や諸問題を鑑みて、「地域建設業界再生に向けた取り組み

強化により、景気の状況に左右されない強靭な組織づくりを目指

すとともに、地域の防災対策に貢献できる体制を確立する」とあ

ります。 

監事としての役職を務めるにあたり、理事会出席等、今まで以

上に会務に参画していくことになりますが、これを機会に皆様の

知見・御指導を得て自己の成長のみならず、組合事業活動を通じ

組織の発展にも貢献できるよう微力を尽くす所存ですので、皆様

方のご指導ご鞭撻を賜りますよう、重ねてお願い申し上げます。 

 

監事就任のご挨拶 

     熊谷建設㈱  代表取締役 熊谷 拓治 
 

この度、第４８回西多摩建設業協同組合通常総会におきまして

監事を拝命いたしました。熊谷建設(株)の熊谷と申します。 

私のような若輩者が大役を引き受ける事になり、大変戸惑いを

感じておりますが、皆様のお役に立てるよう努力して参りますの

で、ご指導ご鞭撻の程宜しくお願い致します。 
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◎
本
年
度
重
点
目
標 

一
、
災
害
対
策
組
織
の
強
化 

二
、
組
合
員
の
技
術
力
向
上
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
の
実
施 

三
、
工
事
の
事
故
撲
滅
の
た
め
に
工
事
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施 

四
、
組
合
活
動
の
広
報
充
実 

五
、
暴
力
団
排
除
協
議
会
の
活
動 

六
、
新
規
組
合
員
の
確
保 

七
、
組
合
収
益
事
業
の
拡
充 

八
、
西
多
摩
に
お
け
る
社
会
貢
献 

  ち
に
緊
急
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、

地
域
の
被
害
情
報
を
収
集
し
、
組
合

員
各
企
業
は
行
政
か
ら
の
指
示
を

受
け
て
昼
夜
を
問
わ
ず
除
雪
作
業

に
対
応
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

西
多
摩
地
域
の
防
災
機
能
強
化
の

必
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
地
元
の

建
設
業
者
に
行
政
や
住
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
期
待
の
大
き
さ
を
痛
感

し
た
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
と
し

て
は
、
地
域
建
設
業
界
再
生
に
向
け

た
取
り
組
み
強
化
に
よ
り
景
気
の

状
況
に
左
右
さ
れ
な
い
強
靭
な
組

織
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地

域
の
防
災
対
策
に
貢
献
で
き
る
体

制
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
確
立

す
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

今
年
度
も
各
委
員
会
の
活
動
を

主
体
と
し
て
、
左
記
事
項
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

  

〈
第
四
十
八
回
通
常
総
会
開
催
〉 

◇

新

役

員

名

簿

◇ 

理
事
長 

 

細
沼 

順
人 

 

成
友
興
業
㈱ 

副
理
事
長 

 

酒
井 

政
修 

 

㈱
酒
井
組 

榎
森 

厚
志 

  

㈱
榎
木
工
業 

岩
浪 

岳
史 

  

岩
浪
建
設
㈱ 

 
 

理 
 

事 

上
坂 

健
一 

  

㈱
上
坂
重
機
開
発 

古
屋 

英
司 

  

小
河
内
建
設
㈱ 

戸
高 

弘
喜 

  

戸
高
建
設
㈱ 

武
田 

雅
由 

  

㈱
武
田
組 

島
田 

昌
典 

  

㈱
島
田
組 

髙
丘 

長
武 

 

㈱
髙
丘
組 

宮
﨑
一
二
三 

  

㈲
宮
﨑
土
木 

 
 

小
髙 

城
司 

 

㈱
村
尾
重
機 

 

柴
田 

拓
也    

朝
日
建
設
㈱ 

  

大
舘 

貴
之 

 

大
舘
建
設
工
業
㈱ 

石
川 

久
雄 

 

（
事
務
局
長
） 

監 
 

事 

馬
場 

英
明 

 

㈱
馬
場
組 

熊
谷 

拓
治 

 

熊
谷
建
設
㈱ 

勝
又 

義
人 

  

東
日
本
建
設
業
保
証
㈱ 

 

 

 

・
大
舘
建
設
工
業
株
式
会
社 

・
株
式
会
社
榎
木
工
業 

 

・
株
式
会
社
清
水
建
設
工
業
所 

・
奥
多
摩
建
設
工
業
株
式
会
社 

・
宮
園
建
設
株
式
会
社 

 

平成２６年通常総会（第４８回）優良工事表彰受賞組合員 

昨今、温暖化による異常気象が囁かれておりますが

今年の２月に降った想像以上の大雪や最近の集中豪

雨により全国各地で被害が出ています。 

また、昨年同様ゲリラ豪雨が発生しやすい季節にも

なり、まさに温暖化・異常気象を痛感させられます。 

当社は奥多摩という山間地に会社があり、林道治

山・河川・災害防除工事などを施工しているので、こ

の豪雨に一早い情報収集が必要です。 

現在、パソコンや携帯電話で何処でも多くの情報を得

られる時代になりましが、まだ携帯電話のつながらな

い現場が多く、空の色や雲の流れといった原始的な方

法と東京都下水道局ホームページの東京アメッシュ

などを使いリアルタイムで情報収集を行っています。 

今後、台風なども大型化が予想され被害の規模が大き 

                （２面につづく） 
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 ５ 月 事 業 報 告  

９日 広報委員会 ２３８号編集発行 

１５日 秋川流域委員会 

１６日 災害対策特別委員会 

２３日 西建協・若手経営者の会 役員会 

２２日 総務委員会 

２３日 建災防東京支部西多摩分会理事会 

２６日 理事会 

２６日 第４８回通常総会開催 

 ６ 月 事 業 計 画  

３日 西建協・若手経営者の会 第２１回定期総会 

 会場  建設会館 ３階会議室 

６日 広報委員会 ２３９号編集発行 

１２日 秋川流域委員会 

１３日 三多摩建設業連合会 定期総会 （立川市内） 

１７日 建災防東京支部西多摩分会 定期総会 

     １部 安全週間説明会 １４時～ 

    会場 羽村市ゆとろぎ ２階講座室 

１８日 理事会 

２５日 建災防東京支部「平成２６年度 安全衛生推進大会」 

    会 場  銀座ブロッサム（中央会館） 

開会時間 １３時 

記念講演「一流の勝負力 ～成功者が実践している 

        メンタルトレ－ニング術 

   メンタルトレ－ナー  久瑠 あさ美 

       

 

 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内  青梅校 2014年度開講講座 

◎宅地建物取引主任者本科コース  
・直前対策講義  ８月６日（水）～９月２４日（水） 

         １３時～１７時２０分 毎週 水曜日  

◎１級建築施工管理技士 実地コース 

◎１級土木施工管理技士 実地本科コース 

◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座  

    平成２６年８月～ １０月 （予定） 

     毎週月曜・水曜   １８時３０分～２０時３０分  

（曜日が変更の場合あり） 

◎２級土木施工管理技士コース 
基礎講義 ６月２６日（木）～７月１０日（木） 

       １８時４０分～２０時１０分 毎週 火・木 

本講義  ７月１５日（火）～１０月１４日（火） 

       １８時４０分～２０時４０分 毎週 火・木 

◎２級建築施工管理技士コース 
・講義日時  

基礎講義 ９月２日（火）～９月１６日（火） 

       １８時３０分～２０時００分  毎週 火・木 

   本講義  ９月２５日（木）～１１月４日（火） 

        ９時～１３時     毎週 日曜日 

         １８時３０分～２０時  毎週 火・木 

詳しい説明及び受講希望の場合は、下記まで連絡ください。  

（受講申込）等の連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。  

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  

青梅校（西建協） 事務局  0428-22-6245：石川 

  日建学院 立川校  042－527－3291 担当：澤田 
 

 
 

◇セミナーのお知らせ◇ 
             主催者 東京建設業協会第７支部 

東日本建設業保証株式会社 

発注者との変更協議を 

有利に導く折衝力向上セミナー 

建設現場では、当初施工計画、実行予算のまま工事が進み、竣工

できれば余程のことがない限り、目標利益を確保できる可能性は高

いと言えます。しかし、発注者との変更協議が後手に回り、速やか

に対応できないと、その後の工事に工程の遅れやコストアップを生

じることとなります。 

このセミナーでは、工事の良し悪しも含め、発注者との変更協議

をいかに有利に進めていけるかを、過去の阻害要因を踏まえて解説

します。 

※本セミナーは全国土木施工管理技士会連合会のＣＰＤＳ認

定プログラム（２ユニット）です。 

開催日時  平成２６年７月１５日（火）１４時～１６時  

（13時 30分より受付開始） 

会 場   立川グランドホテル ３階「ベリタ」 

講 師   小澤康宏氏 

（建設マネジメントコンサルティング研究所（CMCL）所長） 

☆テーマ 

 1. 発注者との変更協議が上手く回らない実態 

     (1)発注者との変更協議を評価 

     (2)現状に潜む阻害要因を抽出 

     (3)その阻害要因に対する解決の方向性 

  2. 発注者との変更協議を有利に導くための折衝ポイント 

   (1)変更内容を事前にリスト化し、その対応方法を標準化する 

     (2)建設業法、請負契約約款を確実に理解する 

☆対 照 

現場代理人、若手から中堅までの技術者、部門責任者 

受講料 無料   定員 ５０人 

参加申込書、問合せ先 西建協 事務局まで 

      （６月１２日メールにてお知らせ致しました） 

 

 

 

 

死を招く『熱中症』を防げ 
 

くなると言われています。 

冬になれば、大雪対策、そしていずれ起こる地震災害。組合は道

路管理者との災害応急対策協定があり、情報の共有と近隣業者協力

の元、地元地域で営む者として災害発生時には、迅速な対応と復旧

作業に取り組み、地域貢献に勤めていきたいと考えております。 

まだまだ、現場サイドからの文面になってしまいましたが、西建

協の運営に携わる立場となった今、自分自身を高め、組合員皆様に

少しでもお力添えが出来るよう精進して参ります。 

 組合員の皆様・賛助会員の皆様には大変お世話になりますが、今

後とも宜しくお願い申し上げます。 

 

平成２６年度（第８７回）全国安全週間 

  スローガン：みんなでつなぎ 高まる意識 

    達成しようゼロ災害  

本 週 間 ７月１日から７日まで 

 


